
平
成
お
年
度
総
合
文
化
研
究
所
助
成

「
変
体
仮
名
教
材
作
成
の
研
究
｜
｜
文
学
作
品
を
中
心
に
l
l」

に
関
す
る
報
告

岡

回

ひ
ろ
み

［
研
究
の
目
的
］

日
本
の
古
典
文
学
、
特
に
物
語
や
和
歌
を
写
本
や
版
本
で
読
む
た
め
に
は
、
変
体
仮
名
を
覚
え
る
必
要
が
あ
る
。
変
体
仮
名
に
は
様
々
な
字
母
の
く
ず
し
が

あ
り
、
ま
た
様
々
な
書
風
が
あ
る
た
め
、
仮
名
字
典
な
ど
を
使
っ
て
も
、
な
か
な
か
「
字
」
に
た
ど
り
つ
け
な
い
学
生
も
多
い
。
す
で
に
、
変
体
仮
名
読
解
の

教
材
が
、
複
数
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
例
え
ば
変
体
仮
名
を
書
き
、
つ
つ
し
練
習
す
る
ノ

l
ト
で
あ
っ
た
り
し
て
、
作
品
を
読
む
、
と
い
っ
た
方
向

で
は
な
か
っ
た
。
変
体
仮
名
を
読
む
力
は
、
授
業
外
の
、
自
学
自
習
に
ど
れ
だ
け
時
間
を
か
け
る
か
で
変
わ
っ
て
く
る
が
、
自
学
自
習
す
る
た
め
の
補
助
教
材

が
現
在
の
と
こ
ろ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
販
売
さ
れ
て
い
る
教
材
の
多
く
は
健
常
者
に
む
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
視
覚
障
碍
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者
に
む
け
た
も
の
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
作
成
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

視
覚
障
碍
者
に
対
し
て
の
補
助
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
文
学
作
品
の
点
字
化
や
代
読
、
美
術
作
品
を
立
体
的
に
触
覚
で
感
じ
と
る
教
材
等
、
文
学
芸
術
分
野

に
お
い
て
、
そ
の
開
発
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
の
ぞ
ま
れ
で
も
い
る
。
文
学
作
品
は
点
字
化
す
れ
ば
読
む
こ
と
は
で
き
る
が
、
「
変
体
仮
名
」
を
点

字
化
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
「
変
体
仮
名
を
読
む
力
」
を
養
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
教
え
た
ら
よ
い
の
か
。

本
研
究
の
目
的
は
主
に
二
点
、
①
学
生
だ
け
で
な
く
、
変
体
仮
名
を
学
び
た
い
と
考
え
る
人
々
が
自
主
的
に
学
ぶ
た
め
の
教
材
を
作
成
す
る
こ
と
、
②
変
体

仮
名
を
指
導
す
る
立
場
に
い
る
人
聞
が
視
覚
障
碍
の
あ
る
人
々
に
も
平
等
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
教
材
を
、
ま
た
、
視
覚
障
碍
の
あ
る
人
々
が
変
体

仮
名
を
学
び
や
す
い
教
材
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
視
覚
障
碍
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
変
体
仮
名
を
読
ん
で
み
た
い
と
考
え
る

す
べ
て
の
人
々
に
対
し
て
も
寄
与
す
る
も
の
だ
と
考
え
研
究
を
す
す
め
て
き
た
。

以
下
、
本
助
成
金
に
関
す
る
研
究
の
概
略
を
報
告
す
る
。
ま
た
、
本
稿
に
つ
づ
い
て
、
代
表
者
（
岡
田
ひ
ろ
み
）
及
び
共
同
研
究
者
全
員
（
内
田
保
腐
、
半

沢
幹
一
、
山
本
聡
美
、
咲
本
英
恵
）
で
作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
教
材
一
冊
分
と
、
共
同
研
究
者
咲
本
英
恵
氏
「
視
覚
障
碍
者
向
け
変
体
仮
名
学
習
テ
キ
ス
ト
の
作

平
成
お
年
度
総
合
文
化
研
究
所
助
成

「
変
体
仮
名
教
材
作
成
の
研
究
｜
｜
文
学
作
品
を
中
心
に
｜
｜
」
に
関
す
る
報
告



共
立
女
子
大
学
・
共
立
女
子
短
期
大
学

総
合
文
化
研
究
所
紀
要

第
辺
号

2
0
1
6年

成
に
つ
い
て
」
、
山
本
聡
美
氏
「
共
立
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
を
用
い
た
変
体
仮
名
教
材
制
作
」
、
研
究
協
力
者
五
十
嵐
有
紀
氏
「
共
立
女

子
大
学
図
書
館
所
蔵
「
竹
取
物
語
絵
巻
」
ト
レ
ー
ス
図
制
作
に
関
す
る
報
告
」
に
よ
る
成
果
報
告
を
三
本
掲
載
し
た
。
こ
れ
ら
三
本
は
、
現
在
在
籍
す
る
視
覚

障
碍
を
持
つ
学
生
に
対
し
て
の
指
導
や
授
業
対
応
を
も
と
と
し
た
報
告
書
で
あ
る
。
変
体
仮
名
や
絵
を
読
み
と
る
方
法
は
主
に
「
触
読
」
で
行
っ
た
が
、
文
字

や
絵
の
立
体
コ
ピ

l
作
成
機
を
用
い
た
印
刷
教
材
見
本
を
、
本
紀
要
の
最
初
に
付
し
た
。
是
非
手
に
触
れ
て
ほ
し
い
。

［
研
究
計
画
］

当
初
、
研
究
実
施
計
画
と
し
て
、
大
き
く
4
つ
の
テ
l
マ
に
分
類
し
た
。
そ
の
分
類
ご
と
に
研
究
実
績
の
成
果
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
。

l
）
現
在
発
行
済
み
の
変
体
仮
名
教
材
（
図
書
）
に
つ
い
て
の
研
究
［
分
担
者
一
内
田
、
咲
本
］

購
入
図
書
の
デ
l
タ
入
力
は
終
了
し
て
い
る
。

異
体
字
集
成
羽
冊
、
仮
名
文
字
を
読
む
た
め
の
基
礎
資
料

ω点
も
ス
キ
ャ
ナ
l
で
読
み
取
り
済
み
で
、
簡
単
な
検
索
も
可
能
な
状
態
で
あ
る
。
写
本
や
版
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本
の
文
字
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
授
業
の
際
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
l
を
使
用
し
て
学
生
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

2
）
変
体
仮
名
読
解
の
た
め
の
教
材
作
成
［
分
担
者
一
岡
田
、
内
田
、
半
沢
、
山
本
、
咲
本
］

変
体
仮
名
を
1
年
聞
か
け
て
学
習
す
る
た
め
の
シ
ラ
パ
ス
を
作
成
し
た
。
変
体
仮
名
学
習
だ
け
で
な
く
、
扱
う
文
学
作
品
を
ゆ
る
や
か
に
古
い
も
の
か
ら

提
示
し
、
個
々
の
作
品
に
影
響
関
係
が
み
ら
れ
る
も
の
を
な
る
べ
く
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
学
生
は
、
変
体
仮
名
読
解
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
文
学
史
、

享
受
史
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ラ
パ
ス
に
基
づ
く
教
材
を
、

4
月
以
降
継
続
し
て
作
成
し
て
ゆ
く
。
そ
の
際
の
写
本
は
、
竹
取
物
語
絵
巻
（
共
立
女

子
大
学
図
書
館
所
蔵
）
、
伊
勢
物
語
（
共
立
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
［
総
文
研
費
で
購
入
の
も
の
］
）
を
積
極
的
に
用
い
る
。

3
）
視
聴
覚
障
碍
者
の
た
め
の
教
材
作
成
〔
分
担
者
一
岡
田
、
内
田
、
半
沢
、
山
本
、
咲
本
］

・
テ
キ
ス
ト
の
仮
名
入
力
（
竹
取
物
語
、
伊
勢
物
語
、
源
氏
物
語
）

字
典
、
テ
キ
ス
ト
の
立
体
化

仮
名
の
点
字
化



竹
取
物
語
絵
巻
（
共
立
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）
の
「
絵
」
の
書
き
お
こ
し

以
上
4
点
の
研
究
を
継
続
中
で
あ
る
。
文
字
や
絵
を
立
体
化
し
た
も
の
の
見
本
を
本
紀
要
に
掲
載
し
て
い
る
。

4
）
研
究
会
の
開
催
［
分
担
者
一
岡
田
、
内
田
、
半
沢
、
山
本
、
咲
本
］

教
材
作
成
に
関
す
る
研
究
会
を
、

2
0
1
4
年
5
月
7
日
（
水
）
、

7
月
2
日
（
火
）
、
叩
月
1
日
（
水
）
、
ロ
月
げ
日
（
水
）
、

2
0
1
5年
3
月
M
日

（
土
）
に
行
っ
た
。
ま
た
、
教
材
作
成
に
か
か
わ
る
『
竹
取
物
語
絵
巻
」
（
共
立
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）

の
写
真
撮
影
を
2
0
1
5
年
2
月
4
日
（
水
）
、

5
日
（
木
）
に
、
『
伊
勢
物
語
」
（
共
立
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）

の
写
真
撮
影
を
2
0
1
5
年
3
月
倒
的
日
（
火
）
に
行
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
二
本
を

中
心
と
し
た
、
変
体
仮
名
教
材
作
成
に
と
り
か
か
っ
た
。

［
変
体
仮
名
教
材
の
作
成
］

作
成
し
た
教
材
は
、
ま
ず
反
復
学
習
と
自
学
自
習
と
い
う
点
を
重
要
視
し
た
。
変
体
仮
名
の
と
な
り
に
字
を
書
き
こ
む
ペ

l
ジ
と
書
き
こ
ま
ず
に
読
む
ペ

l
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ジ
を
作
る
こ
と
で
、
読
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
繰
り
返
し
学
習
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
仮
名
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語

内
容
も
理
解
で
き
る
よ
う
作
品
本
文
の
注
釈
や
解
説
を
付
し
た
。
変
体
仮
名
を
初
め
て
学
ぶ
者
を
対
象
と
し
た
教
材
で
あ
る
が
、
文
字
の
書
き
ぶ
り
は
諸
本
に

よ
っ
て
様
々
で
あ
る
か
ら
、
付
録
と
し
て
他
本
を
使
用
し
た
練
習
問
題
も
掲
載
し
て
い
る
。

更
な
る
特
徴
と
し
て
、
「
絵
巻
」
を
教
材
に
使
用
し
た
、
と
い
う
点
が
あ
る
。
平
安
時
代
の
物
語
は
、
多
く
の
作
品
が
「
絵
」
と
と
も
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
。

変
体
仮
名
で
脅
か
れ
た
「
こ
と
ば
」
の
部
分
を
読
み
つ
つ
、
「
絵
」
を
見
る
、
と
い
う
当
時
の
鑑
賞
方
法
を
学
習
者
が
体
感
で
き
る
。

ま
た
、
変
体
仮
名
を
学
ぶ
に
あ
た
り
、
「
文
字
」
や
「
文
学
」
に
関
す
る
概
説
も
力
を
い
れ
た
。
概
説
を
読
む
こ
と
で
、
変
体
仮
名
を
機
械
的
に
学
ぶ
（
暗

記
す
る
）
の
で
は
な
く
、
「
漢
字
」
「
万
葉
仮
名
」
「
変
体
仮
名
」
と
い
う
よ
う
な
「
文
字
」
の
由
来
や
成
り
立
ち
、
「
い
ろ
は
歌
」
か
ら
現
行
の
「
印
音
図
」
に

至
る
「
文
字
」
に
つ
い
て
理
解
し
な
が
ら
、
変
体
仮
名
を
読
み
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
安
時
代
の
文
学
史
や
享
受
史
に
つ
い
て
も
物
語
を
中
心
と
し
て

は
い
る
が
、
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
物
語
作
品
の
語
釈
や
解
説
も
変
体
仮
名
教
材
に
は
不
要
と
の
考
え
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
習
者
が
現
在
学
ん
で
い

る
教
材
に
関
し
て
、
深
い
関
心
を
持
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
あ
え
て
組
み
込
ん
で
い
る
。

平
成
初
年
度
総
合
文
化
研
究
所
助
成

「
変
体
仮
名
教
材
作
成
の
研
究
｜
｜
文
学
作
品
を
中
心
に
｜
｜
」
に
関
す
る
報
告



共
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子
大
学
・
共
立
女
子
短
期
大
学

総
合
文
化
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紀
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第
担
号

2
0
1
6年

主
に
使
用
し
た
教
材
は
、
本
学
図
書
館
所
蔵
「
竹
取
物
語
絵
巻
』
と
、
同
じ
く
本
学
図
書
館
所
蔵
『
伊
勢
物
語
』
で
あ
る
。
『
竹
取
物
語
』
は
「
か
ぐ
や
姫
」

と
い
う
昔
話
と
し
て
幼
児
期
か
ら
、
古
典
作
品
と
し
て
も
中
高
校
生
か
ら
教
科
書
に
採
ら
れ
、
学
生
に
と
っ
て
な
じ
み
の
深
い
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
『
伊
勢

物
語
』
は
業
平
ら
し
き
「
昔
男
」
の
一
代
記
的
作
品
で
、

一
二
五
段
か
ら
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
が
、
和
歌
を
中
心
と
し
た
短
編
の
た
め
、
変
体
仮
名
を
読
み

つ
つ
も
作
品
世
界
を
味
わ
え
る
。
こ
れ
ら
二
作
品
は
、
初
め
て
変
体
仮
名
を
学
ぶ
人
々
に
も
接
し
や
す
い
か
と
思
い
教
材
と
し
た
。

本
教
材
は
、
文
字
の
大
き
さ
も
実
物
よ
り
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
で
視
覚
障
碍
者
が
学
習
す
る
際
も
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
コ
ピ
ー
し
、
立
体
プ
リ
ン
タ
ー

に
か
け
れ
ば
教
材
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
行
間
も
ひ
ろ
く
と
つ
で
あ
る
の
で
、
触
読
に
通
し
た
教
材
で
も
あ
る
こ
と
を
付
け
く
わ
え
て
お
き
た
い
。
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